
入
居
者
の
選
考
と
決
定

書
類
審
査
と
面
接
後
、
困
窮

の
度
合
い
な
ど
に
よ
り
入
居

順
位
を
決
定

申
込
方
法

所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
付
し
提
出

▼
４
月
の
入
居
者
募
集

募
集
住
宅

浅
尾
住
宅
１

戸
、
美
袋
浅
井
住
宅
１
戸

入
居
予
定
日

５
月
１
日
e

申
込
期
限

４
月
１５
日
c

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
営
繕
住
宅
係

（
1
(2
８
２
８
７
）

生
活
用
品
交
換
銀
行

ゆ
ず
り
ま
す

洗
面
台
（
鏡

な
し
）、
木
製
ガ
ラ
ス
戸
、
食

器
棚
、
本
棚
、
座
敷
用
テ
ー
ブ

ル
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
ボ
ー
ド
、
じ

ゅ
う
た
ん
、
瞬
間
給
湯
器
、
二

段
ベ
ッ
ド
、
結
納
用
品
、
三
輪

車
（
幼
児
用
）、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、

総
社
高
校
女
子
制
服
（
Ｍ
サ
イ

ズ
）、
ワ
ー
プ
ロ
、
電
子
ピ
ア

ノ
、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
体
重
計

も
と
め
ま
す

清
音
保
育
園

の
カ
バ
ン
・
制
服
、
総
社
保
育

所
の
カ
バ
ン
・
制
服

そ
の
他

当
事
者
同
士
で
の

話
し
合
い
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
電
気
用
品
安
全
法
に
よ
り
、

電
気
用
品
に
つ
い
て
は
無
料

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
人

権
・
ま
ち
づ

く
り
推
進
課

ま
ち
づ
く
り

支
援
係
（
1

(2
８
２
４
２
）
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ナ
チ
ュ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
ク

北
の
吉
備
路
保
全
協
会
専

門
委
員
が
、
春
の
北
の
吉
備

路
の
見
所
を
案
内
し
ま
す
。

日
時

４
月
１２
日
g
、
午

前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

小
雨
決
行
。
雨
天
の
場
合
は

１３
日
a
に
順
延
。
１３
日
が
雨

の
場
合
は
中
止
　
　

集
合
場
所

鬼
城
山
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー

散
策
範
囲

北
の
吉
備
路

（
鬼
ノ
城
・
岩
屋
周
辺
）

対
象

市
内
に
在
住
か
、

在
勤
の
人
。
起
伏
の
あ
る
山

道
を
歩
け
る
人

定
員

２０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
）

持
参
品

弁
当
、
水
筒
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
野
山

を
歩
け
る
服
装

申
込
方
法

４
月
１
日
c

以
降
に
、
電
話
で
申
し
込
む

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

鬼
城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（
1
(9
８
５
６
６
、
月
曜
日
は

休
み
）

自
然
観
察
会

「
春
の
動
・
植
物
」

日
時

４
月
２７
日
a
、
午
前

９
時
３０
分
か
ら
正
午
ま
で
。
雨

天
の
場
合
は
、
２９
日
-
に
順
延

集
合
場
所

鬼
城
山
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー

観
察
場
所

鬼
城
山
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺

内
容

春
の
動
・
植
物
を

観
察
し
な
が
ら
自
然
に
親
し
む

対
象

小
学
生
以
下
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
な
ど

定
員

３０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
）

受
付
開
始
日

４
月
１
日
c

持
参
品

虫
捕
り
網
、
虫

か
ご
、
長
ぐ
つ
、
お
茶

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

鬼
城
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（
1
(9
８
５
６
６
、
月
曜
日
は

休
み
）

古
文
書
講
座
の
受
講
生

期
間

５
月
１５
日
か
ら
来
年

２
月
１９
日
ま
で
の
毎
月
第
１
・

第
３
木
曜
日
（
原
則
）、
い
ず
れ

も
午
前
１０
時
か
ら
正
午
ま
で

場
所

市
図
書
館

内
容

古
文
書
を
解
読
す

る
能
力
を
身
に
付
け
、
郷
土
の

歴
史
や
文
化
を
よ
り
深
く
理
解

す
る定

員

５０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
）

受
講
料

無
料
。
た
だ
し
、

資
料
代
と
し
て
実
費
が
必
要

受
付
開
始
日

４
月
１
日
c

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

市

立
図
書
館
（
1
(3
４
４
２
２
）

栄
養
教
室

日
時

５
月
か
ら
３
月
の

間
の
毎
月
第
４
火
曜
日
（
計
１１

回
）、
い
ず
れ
も
午
前
９
時
３０

分
か
ら
午
後
０
時
３０
分
ま
で

場
所

総
社
市
保
健
セ
ン

タ
ー内

容

健
康
づ
く
り
の
た

め
の
食
生
活
や
運
動
な
ど
の

講
義
・
調
理
実
習

定
員

４０
人

申
込
期
限

４
月
２５
日
f

そ
の
他

材
料
代
１
回
５

０
０
円

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

健

康
づ
く
り
課
健
康
増
進
係
（
1

(2
８
２
５
９
）

童
謡
・
唱
歌
を
楽
し
む

会
の
講
座
生

日
時

５
・
７
・
９
・
１０
・
１２

月
の
第
２
金
曜
日
。
い
ず
れ
も

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で

場
所

東
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
か
、
在

勤
の
人
　

参
加
費

５
０
０
円
（
本
代

は
実
費
）

申
込
期
限

４
月
１５
日
c

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

東

公
民
館
（
1
(3
２
９
９
５
）

ぴ
あ
サ
ロ
ン

日
時

毎
月
第
二
木
曜
日
、

午
前
１０
時
か
ら
午
後
０
時
３０

分
ま
で

内
容

再
就
職
に
必
要
な

情
報
交
換
や
日
ご
ろ
の
悩
み

（
子
ど
も
の
こ
と
や
介
護
の
こ

と
な
ど
）
の
共
有
の
場

場
所

働
く
婦
人
の
家
　

対
象
・
定
員

市
内
に
在

住
か
、
在
勤
の
人
。
１０
人

参
加
費

お
茶
代
１
０
０
円

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

働

く
婦
人
の
家
（
1
(3
１
１
８
０
）

市
営
住
宅
の
入
居
者

募
集
す
る
住
宅

現
在
、

空
家
と
な
っ
て
い
る
住
宅
。

今
後
、
空
家
と
な
る
住
宅

申
込
資
格

①
成
人
で
、
申
込
者
の
住
所
、

ま
た
は
勤
務
場
所
が
市
内

に
あ
る
人
　

②
現
在
、
同
居
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が

あ
る
人
（
単
身
者
向
け
住

宅
は
除
く
）

③
所
得
の
月
額
が
２０
万
円
以

下
（
市
営
住
宅
入
居
基
準

の
月
額
所
得
計
算
に
よ

る
）。
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
の
世
帯
は
、
２６
万
８
０

０
０
円
以
下
　

④
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い

る
人

募
集
住
宅
の
家
賃

３
０

０
０
円
か
ら
３
万
６
５
０
０
円

申
込
期
間

１２
月
を
除
き

公
募
し
て
い
る
月
の
１
日
か

ら
１５
日
ま
で
の
間
（
１５
日
が

土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合

は
そ
の
前
日
）

INFORMATION 市役所の休日や夜間の電話 92-8200

募
　
集

伝
言
板

催
し
物

相
　
談

く
ら
し

く
ら
し

く
ら
し

募
　
集

募
　
集

伝
言
板

催
し
物

募
　
集

相
　
談

く
ら
し

総
社
市
や
岡
山
県
の
歴
史
・
人
物
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資

料
、
ま
た
は
岡
山
県
出
身
の
著
者
に
よ
る
資
料
な
ど
、
市
図
書
館
が

所
蔵
し
て
い
な
い
資
料
を
持
っ
て
い

る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
寄
贈
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
図
書
館
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

図
書
館
が
所
蔵
す
る
郷
土
資
料

は
、
郷
土
の
研
究
を
し
て
い
る
多
く

の
人
々
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
図
書
館
（
1

(3
４
４
２
２
）

高齢者へ
バス･タクシー券の助成

タクシー券は、市内に住所が
あり、総社市に１年以上住ん
でいる７７歳以上のひとり暮ら
しの高齢者、または７７歳以上
の高齢者のみの世帯の人が交
付の対象になります。
バス・タクシー共通券は、

市内に住所があり、総社市に
１年以上住んでいる７０歳以上
のひとり暮らしの高齢者、ま
たは７０歳以上の高齢者のみの
世帯の人が交付の対象になり
ます。
４月から、この助成の対象

を広げます。
新たに対象となる高齢者

市内に住所があり、総社市に
１年以上住んでいる高齢者
（タクシー券は７７歳以上、バ
ス・タクシー共通券は７０歳以
上）で、同居している人全員が、
次の①から③のいずれかに該
当する人
①身体障害者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳の
いずれかを持っている人

②介護保険の要介護認定で、
要支援、または要介護認定
を受けている人

③１８歳未満の人
申請方法 新たに対象とな

る人は、４月１日c以降、申
請書（同意書と承諾書を添える

こと）に必要事項を記入して申
請してください。申請書には、
担当している民生委員の署名
と押印が必要
申請書 福祉課窓口で配布。
民生委員も持っています

精神障害者保健福祉手帳で
路線バスの運賃が割引

身体障害者手帳、療育手帳
と同様に、写真付き精神障害
者保健福祉手帳を持っている
人を対象にした路線バスの運
賃割引が実施されます。
運用開始日 ４月１日c

割引内容 写真付き精神障
害者保健福祉手帳を提示する
ことで半額になります。バス
カードにも適用。定期券は３
割引（１２歳以上が対象）
適用範囲 実施するバス事

業者が運行している一般路線
バスの県内区間
実施するバス事業者 中鉄

バス、宇野自動車、両備ホー
ルディングス、備北バス、井
笠鉄道、岡山電気軌道、下津
井電鉄、中国ＪＲバス
手続き方法 この割引を受

けるためには、本人確認のた
めに、写真が添付された手帳
が必要です。希望する人は、
交付申請手続と更新手続、写
真付き手帳への切り替えなど
を行ってください

申請先・問い合わせ
福祉課長寿・障がい係（1(2８２６９）

家
庭
で
眠
っ
て
い
る

郷
土
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か

高齢者、障がいのある人への助成と割引




